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問　

核
燃
料
等
取
扱
税
に
よ
り
整

備
し
た
避
難
用
道
路
に
つ
い
て
、

整
備
し
た
箇
所
が
県
民
に
分
か
り

に
く
い
た
め
、
周
知
方
法
に
工
夫

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

当
該
税
に
よ
り
整
備
し
た
避

難
用
道
路
は
、
現
在
、
路
線
名
の

み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
が
、
今
後
は
整
備
し
た
区
間
を

表
記
す
る
な
ど
、
県
民
に
分
か
り

や
す
い
周
知
方
法
を
関
係
部
局
と

検
討
し
て
い
く
。

問　

常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を

本
県
全
体
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
整
備
す
る
の
は
良
い
が
、
当

初
の
目
的
で
あ
る
県
北
振
興
を
果

た
せ
る
の
か
、
所
見
は
。

答　

県
北
地
域
の
交
流
人
口
拡
大

の
た
め
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
ま
ず
は
県
北

地
域
の
経
済
波
及
効
果
の
増
大
を

図
る
こ
と
が
前
提
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
出
資
団
体
職
員
の
給

与
の
状
況
、
水
道
事
業
広
域
連
携

に
関
す
る
県
民
等
へ
の
理
解
促
進

な
ど
も
質
問
）

問　

高
度
浄
水
処
理
施
設
の
完
成

に
よ
り
、
県
民
に
供
給
さ
れ
る
水

道
水
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、

送
水
開
始
時
期
は
。

答　

原
水
の
水
質
が
悪
く
な
っ
た

場
合
で
も
、
施
設
の
完
成
に
よ
り
、

水
道
水
の
お
い
し
さ
を
今
ま
で
以

上
に
確
実
か
つ
安
定
的
に
提
供
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
試
運

転
な
ど
を
経
て
、
令
和
６
年
秋
頃

の
送
水
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。
ま
た
、

県
民
に
対
す
る
周
知
へ
の
対
応
は
。

答　

占
用
者
を
入
札
方
式
で
選
定

で
き
る
よ
う
道
路
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
や
占
用
の
需
要
が
今
後
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改

正
に
至
っ
た
。
県
民
に
対
し
分
か

り
や
す
く
周
知
し
、
未
利
用
地
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
未
来
産
業
基
盤
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
る
市
町
村

へ
の
支
援
、
港
公
園
展
望
塔
に
お

け
る
修
繕
と
今
後
の
利
用
再
開
見

込
み
な
ど
も
質
問
）

問　

公
立
小
中
学
校
で
の
「
全
校

一
斉
い
ば
ら
き
美
味
し
お
給
食
」

提
供
の
結
果
は
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
日
常
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

各
校
が
独
自
に
美
味
し
お
給

食
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

今
回
、
一
斉
実
施
で
発
信
力
が
高

ま
り
、
内
容
も
好
評
だ
っ
た
。
過

度
な
減
塩
は
残
食
が
増
え
る
恐
れ

も
あ
る
の
で
、
試
行
錯
誤
し
つ
つ
、

お
い
し
く
減
塩
の
取
り
組
み
を
社

会
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

医
療
機
関
等
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
は
、
申
請
手
続
き
が
煩
雑

で
、
支
給
が
遅
か
っ
た
と
の
声
を

聞
く
が
、
対
応
は
。

答　

審
査
な
ど
の
人
員
は
、
昨
年

度
か
ら
倍
増
し
た
。
医
療
系
と
福

祉
系
施
設
の
両
方
を
持
つ
法
人
は
、

申
請
の
一
本
化
に
よ
り
、
効
率
化

し
て
い
る
。
次
期
受
付
で
も
、
手

続
き
の
簡
素
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
 ※3

へ
の
対
策
、
水
戸
医
療
圏
で
の
県

立
病
院
の
在
り
方
な
ど
も
質
問
）

問　

市
町
村
の
避
難
計
画
に
つ
い

て
、
部
長
な
ど
が
一
緒
に
働
き
掛

け
る
こ
と
で
、
早
期
策
定
を
望
む

が
、
策
定
の
見
込
み
と
支
援
は
。

答　

東
海
第
二
発
電
所
に
係
る
放

射
性
物
質
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
公
表
に
よ
り
、
避
難
計
画
の

策
定
が
進
む
と
考
え
る
。
必
要
な

と
こ
ろ
に
は
県
幹
部
が
要
請
に
行

き
、
策
定
に
向
け
た
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
 ※2

の
危
険
性
と
補
正
予
算
に
お
け
る

農
林
水
産
部
と
の
役
割
分
担
は
。

答　

当
該
植
物
は
繁
殖
力
が
極
め

て
強
く
、
農
地
へ
の
侵
入
な
ど
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
補
正
予
算

で
は
、
農
地
へ
の
侵
入
防
止
を
農

林
水
産
部
で
、
繁
茂
の
著
し
い
農

業
用
水
路
内
の
駆
除
を
県
民
生
活

環
境
部
で
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
発
電
所
に

係
る
放
射
性
物
質
拡
散
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
、
防
潮
堤
工
事

に
お
け
る
県
へ
の
報
告
の
状
況
な

ど
も
質
問
）

問　

Ｇ
７
茨
城
水
戸
内
務
・
安
全

担
当
大
臣
会
合
に
お
け
る
安
全
確

保
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

令
和
５
年
２
月
に
総
合
警
備

対
策
室
を
設
置
し
、
警
備
体
制
の

構
築
や
実
地
踏
査
、
事
前
広
報
に

よ
る
交
通
総
量
の
抑
制
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
国
内
外
要
人
の

安
全
と
行
事
の
円
滑
な
進
行
を
確

保
し
、
開
催
県
と
し
て
の
治
安
責

任
を
全
う
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

令
和
６
年
度
県
立
中
学
校
等

入
学
者
選
抜
に
係
る
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願

に
お
い
て
、
登
録
未
了
者
な
ど
の

志
願
者
が
発
生
し
た
こ
と
は
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
対
応
は
。

答　

今
年
度
は
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
の
詳

細
を
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
に
盛

り
込
め
な
か
っ
た
た
め
、
次
年
度

は
実
施
要
項
に
Ｗ
ｅ
ｂ
入
力
が
必

須
で
あ
る
こ
と
や
入
力
期
間
、
重

要
事
項
な
ど
を
記
載
す
る
。

（
ほ
か
に
、
大
麻
所
持
の
低
年
齢

化
等
を
踏
ま
え
た
ま
ん
延
防
止
対

策
、
在
留
外
国
人
に
対
す
る
相

談
・
支
援
体
制
な
ど
も
質
問
）

問　

生
分
解
性
マ
ル
チ
は
労
働
力

が
減
少
す
る
中
、
省
力
化
に
有
効

だ
が
、
高
価
で
普
及
し
て
い
な
い
。

利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

従
来
品
と
の
差
額
分
の
定
額

補
助
を
認
定
農
業
者
な
ど
に
対
し

て
行
う
ほ
か
、
本
県
に
適
し
た
製

品
の
選
定
な
ど
に
よ
り
、
利
用
拡

大
を
進
め
、低
コ
ス
ト
化
を
図
る
。

省
力
化
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
て

所
得
向
上
に
つ
な
げ
、
持
続
的
な

農
業
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
。

問　

茨
城
空
港
の
着
陸
ル
ー
ル
の

弾
力
化
に
伴
い
、
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
特
色
を
生
か
し
た
路

線
誘
致
が
重
要
だ
が
、
所
見
は
。

答　

韓
国
や
台
湾
の
ゴ
ル
フ
需
要

を
取
り
込
む
た
め
、
本
県
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
ゴ
ル
フ
環

境
や
観
光
地
を
旅
行
会
社
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ツ
ア
ー
造
成
を
働
き
掛
け
、

茨
城
空
港
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
定

期
便
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ

ト
ウ
の
防
除
対
策
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
 ※5

誘
致
の
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

土木企業立地推進委員会

総務企画委員会営業戦略農林水産委員会

保健福祉医療委員会文教警察委員会

防災環境産業委員会

ことば ※4【生分解性マルチ】…作物収穫後に土壌中にすき込むと、微生物により水と二酸化炭素に分解する資材で、農作業の省力化や廃プラスチックの排出抑制にメリットがある。
※5【ＭＩＣＥ】…企業などの会議（Meeting）、企業などが行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会などが行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の

頭文字。

ことば ※1【避難用道路】…原子力災害に備えた茨城県広域避難計画で定められている避難経路に係る道路で、県が整備すべき道路。
※2【ナガエツルノゲイトウ】…外来生物法に基づく特定外来生物に指定されている南米原産の多年生水草。小さな断片からも急速に再生・成長することから同法により移動、栽培、販売などが禁止されている。
※3【オーバードーズ】…医薬品を用法・用量を守らずに過量に摂取すること。

常陸国ロングトレイルコースの
奥久慈男体山（大子町）

農業用水路内に繁茂する
ナガエツルノゲイトウ

「全校一斉いばらき美味しお給食」の
献立例「美味しく減塩こくうまランチ」

Ｇ７茨城水戸内務・安全担当大臣会
合における水戸市内での警備の様子

甘
かんしょ

藷の収穫を前に徐々に分解が始
まった生分解性マルチ（白色円内）

高度浄水処理施設
（土浦市大岩田）

常任委員会の審査から

お
い
し
さ
を
今
ま
で
以
上
に
確
実
か
つ
安
定
的
に
提
供
で
き
る

県
民
に
分
か
り
や
す
い
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く

核
燃
料
等
取
扱
税
に
よ
り
整
備
し
た
避
難
用
道
路
 ※1
の
周
知
方
法
に
関
す
る
工
夫
は

減
塩
の
取
り
組
み
を
社
会
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い

「
全
校
一
斉
い
ば
ら
き
美お

い味
し
お
給
食
」提
供
の
取
り
組
み
の
展
望
は

警
備
体
制
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
、
開
催
県
と
し
て
の
治
安
責
任
を
全
う
し
た

Ｇ
７
茨
城
水
戸
内
務
・
安
全
担
当
大
臣
会
合
で
の
安
全
面
の
取
り
組
み
は

放
射
性
物
質
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
表
で
策
定
が
進
む
と
考
え
る

市
町
村
の
避
難
計
画
の
策
定
見
込
み
は

従
来
品
と
の
差
額
を
定
額
補
助
し
、
持
続
的
な
農
業
へ
の
転
換
を
図
る

生
分
解
性
マ
ル
チ
 ※4

の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は

高
度
浄
水
処
理
施
設
の
完
成
で
水
道
水
は
ど
う
変
わ
る
の
か


